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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
申請者は出身地の中国において多発しているリボフラビン (B2) 欠乏症の複雑な病態の発現にミネヤ
ル代謝の異常が存在するのではないかと考えB2欠乏ラットにおける生体内ミネラルの変動について検討
した｡ラットを①B2欠乏食群,②毎日欠乏群と等量の正常飼料を食するペアフィーディング群,(釘正常
飼料を自由に摂取する対照群の3群に分け飼育した｡①群は2週目から食欲不振が発生し,6週間から眼
険炎,口角炎などの欠乏症状が出現した｡8週間飼育後屠殺 し,各種組織中B2濃度およびミネラル濃度
等を測定した｡発育は①,②群は③群に比較して遅れたが①,②群間には有意差はなく,①群の成長の遅
延は食欲の不振によるものと考えられた｡①群では②,③群に比較して血液,肝臓,腎臓中B2濃度は有
意に低下した｡そして①群では②,③群に比較して血中ヘモグロビン濃度及び肝臓,牌臓,腎臓中の鉄濃
度が有意に低下した｡B2欠乏で鉄の吸収が障害される可能性が示唆された｡また,他の微量元素では①
群で心臓,肝臓及び腎臓中の銅濃度が上昇し,骨及び心臓中亜鉛濃度も有意の上昇が認められた0-万,
骨のカルシウム (Ca)及びマグネシウム (Mg)濃度は①群②,③群に比較して低値を示した｡B2欠乏
はビタミンDの欠乏を起こすことから,Ca吸収障害がもたらされCa欠乏が招来され,次いでCa･Mg
バランスの崩壊によりMg欠乏も発生すると考えられる｡ 本研究はB2欠乏ではミネラル類代謝に複雑な
影響を与えることを解明したもので,病態栄養学の発展に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月12日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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